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こ
こ
’で

同

一

年

代

の
_
接
す
る
数
力
村
の
検
地
帳
を
用
い
て
、
登
録
人
の
整
理
を
試
み
よ
ぅ
。
例
に
よ
っ
て
、
利
用
す
る
検
地

1
尤
、
己
^

国
牟
婁
郡
の
慶
長
六
年
の
検
地
帳
で
あ
る
。

こ
，の
検
地
及
び
検
地
帳
に
つ
い
て
は
、
既

.に
屢
々
関
説
し
：た
：の

(

松
、
今
こ
こ
.に
繰
り
返
ず
必
要
は
な

い
。
し
か
し
、
領
主
且
つ
施
行
者
た
る
浅
野
氏
が
、
初
代
長
政
の
と
き
、
秀
吉
の
周
辺
に
あ

0
て
、
そ
の
成
'長
と
共
に
大
名
^
し
、

一
方
で
太
太

閤
検
地
の
主
要
な
実
行
者
の
一.
.人
と
し
て
名
を
馳
せ
、
他
方
に
は
、
典

型

的

な

「

近
世
大
名」

，
と
し
て
そ
の
途
を
歩
ん
だ
こ
と
は
銘
記
さ
^
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、.
こ
こ
で
用
い
る
検
地
帳
が
、.史
料
.と
し
て
最
も
信
頼
す
る
に
足
る
領
主
侧
の
原
本
で
あ
る
こ
と
も
前
も
っ
て
知
.っ
て
お
く
必
要 

(

2) 

•

が
あ
ろ
ぅ
。

.筆
者
は
.曾
つ
て
、
■.こ
の
検
地
帳
.の
名
請
人
に
：，つ
い
て
，

「

名
請
人
総
数
の
内
、

攸
村
か
ら
：の
入
作
人
を
除
い
て
、

屋
敷
地
を
有
す
る
者
は
二
割 

乃
至
八
割
，、
平
均
六
割
弱
で
あ
り
、

残
り
は
田
畑
の
み
の
所
持
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

:;
:」

：

」

1
.そ
し
て
こ
め
事
実
を
説
明
す
る
た
め
に
、
 

「

他
地
方
の
事
例
を
当
て
は
め
、
隸
属
農
民
、

血
縁
家
族
と
な
；す
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
か

.否
か
は
こ
の
爆
合
簡
単
に
は
決
；め
得
な
い
。

た
だ
こ
れ 

ら
の
す
ベ
て
を
独
立
し.た
家
の
.戸
主
と
社
認
め
得
な
い
こ
と
は
、
.
.後
年
の
家
数
比
較
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
そ
れ
ら 

を
と
も
が
く
も
ー
定
の
土
地
に
作
職
を
持
つ
：へ
ャ
住
農
民

——

独
立
し
：つ
つ
あ
るI

と
す
る
事
も
な
お
早
計
に
失
ず
る

」

と
な
し
、
屋
敷
地
を 

持
た
な
い
農
民==

太
閤
検
地
或
い
は
初
期
検
地
に
ょ
り
独
立.し
た
封
建
的
小
農
民
説
に
疑
問
を
投
げ
か
け.：つ
つ
、
.こ
れ
の
示
す
内
容
と
し
て
、
 

「

第
一
.
は
、
通
例
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
へ
ャ
住
農
民
、
，
こ
の
場
合
は
一
般
的
に
は
隸
属
農
民
で
あ
る
。
：
第

一.

一
に
独
立
し
つ
づ
あ
る
血̂
ま
族
、
第 

三
は
、.
屋
敷
地
を
持
つ
農
民
の
異
称
、
或
い
は
砠4
す
る
と
は
限
ら
な
い
豸
双
名

」

と
い
ぅ
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
そ.し
て
、
史
料
の
欠
如
は
、

こ
の
間
題
の
解
明.に
と
っ
，て
超
え
難
い
障
壁
と
な0
て
い
る
こ
と
：を
示
し
た
。
又
、
：
そ
の
後
、
'屋
敷
地
名
請
人
と
無
屋
敷
登
録
人
を
同
一
の
規
準

(

1)

で
と
ら
え
る
こ
と
の
危
険
性
、
，両
者_の
比
率
の
持
つ
意
味
を
過
大
に
且
：つ
絶
対«
に
.考
ぇ
る
事
の
危
険
性
を
示
し
て
お
い
たC
そ
し
て
、
あ
る
村 

——

紀
州
牟
婁
郡
長
井
村|

の
慶
長
六
年
検
地
帳
：に.み
ら
れ
る
無
屋
敷
登
錄
人
十
九
人'の
内
、_
少
く
も
五
入
が
_
村
の
尾
川
村
か
：ら
の
入
作
者

と
推
定
さ
れ
る
：こ
：

と
： .

を
示
す
こ
と
に」

ょ
っ
て
、：
初
期
検
地
帳
の
分
析.に
あ
た
0
て
は
、
::
:「

可
能
な
限
り
、
：_
接
村
の
も
の
.と
.対
照
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

'
.
へ
 

_
^
o 

^

事
、.
：無
屋
敷
登
録
人
の
内
容
に
つ
い
て
め-
義
的
な
解
釈
が
危
険
で_あ
る
こ
，と」

を
指
摘
し
た
"

■:

:
こ
の
様
に
:'
春
屋
敷
登
録
人
中
:'
か
な
ヵ
の
比
率
の
者
が
近
：隣
村
か
ら
の
入
作
者
で
あ
る
と
い
.ヶ

.-
と
、
そ
，し
.で
.、\
時
と
し
て
、:初
期
.検
地
帳 

に
お
い
て
は
、
入
作
者0;
居
住
す
る
村
豸
«
が
«
旨
人
の
肩
書
と
し
て
書
か
れ
て
い
な
い
場
ん
^

_

勿
論
多
く
の
氣
合
に
は
書
か
れ
て
い
る
の
で

は
あ
る
が——

の
存
齊
す
る
'こ
：と
は
>
同
十
村
の
同
1
年
代
の
検
地
帳
が
^1
.

村
側

.

.

.

. 

-
. 

• 

• 

• 

•• 

' 

♦

'

検
地
帳
登
録
人
を.め
ぐ
っ
てX
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1) 
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四
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の

控

必
；一

一

種

存

在

す

る
I

に

、
.
両

省

を

比

較

す

る
^
'
:明

ち

か

に

前

者

に

：は

な

い

久

作

者

の

居

屈

村

落

名

が

後

者

に

記

載

さ

れ

て

い

る

こ

と

に

よ
 

.
0
て

裏

付

け

ち

れ

る
: 0
で

あ

る

。
，
何

激
' -
の
.様

众

相

違

が

存

在
^ .
る

の

か

々

>

,

^

史

料

作

成
 

.
に

当

へ

っ

て

の

杜

撰

さ

に

帰

す

る

こ

：と

は

問

題

の

本

質

を

混

逃

し

て

し

も

う

。
、

：

こ

れ

は

や

は

：り

，'
そ

れ

ぞ

れ

の

史

料

が

、
：
も

姒

ぞ

か
 

て

作

成

さ

れ

た
.%
の

で

あ

る

こ

と

か

ら

由

来

す

る

と

考

え

る

べ

き

で

あ

ろ

う
。

'

•

';
;
^
ら

に

又

、
'
.既

に

朋

ら

か

に

し

た

如

く

、

同

一

の

：家

文

は

農

民

で

あ

り

な

が

ら

、

.
検

地

帳

に

異

ら
.た

呼

称

.で

示

さ

れ

る

場

合

も

存

在

す

る

。

た
 

と

え

ば

、
：
紀

仲

牟

■裳

郡

小

森

村

赓

長

换

地

帳

(

領

主

.
側

原

本

)

の

場

合

、
，
屋

敷

地

登

録

人

と

し

て

「

庄

屋

南」

.は

、
.由

畑

及

び

：屋

敷

地

合

計}
一
、 

九

八

石

の

登

録

人

で

あ

る:,
0
他

方

'

「

庄

屋

太

碧

衛

門
」
；：

と

し

て

登

録

さ

：
れ

て

：
い

る

者

は

、

.，
甶

畑

め

み

六

、0
五

石

を

言

し

て

い

る

が

、

.
一

村
 

の

庄

屋

に
.し

て

.屋

數

地

を

，有

し

な

い

者

は

考

え

ら

れ

な

い

し

、

.事

実

、
：
残

存

す

る
.;
|
5州

慶

長

検

地

帳

の
.他

め

す

べ
.
.て

に

：
も

見

ら.れ

な

い

。

庄

屋

が
 

一

村

に

ニ

名
- ^
在

す

る

事

- ^
も

村

高

数

百

石

以

上

の

大

村

な

ら

ば

い

ざ

知

ら

ず

，
^

々

一

：
五

〇

石

弱

の
.こ

の

村

で

.は

こ

れ

亦

考

え

ら

れ

な

い

こ

と
 

4
あ

る

か

ら

、.：
こ

れ

，
は「

庄

屋

南

太

郎

左

衛

門

J'.;

と

い

う

.
一

人

の

人

物

(

勿

論

そ

：
.の

登

録

石

高

は

合

計

の

一

八

石

余

と

な

る

)

が

"

あ

る

^
合

に

.は

姓
 

で

ゾ

又

あ

る

場

合

に

は

名

前

で

示

さ

れ

て

い

る

と

考

え

た

方

が

よ

り

妥

当

性

を

有

す

今

勿

論

^

と

れ

を

直

接

論

証

す

る

材

料

が

欠

如

し

て

い

る
 

，
現

在

、

こ

の

こ

と

は

推

定

の

域

を

脱

し

な

い

が

、

そ

れ

で

も

、

両

者

.を

全

然

別

個

の

人

と

し'て

取

扱

.い
：、

無

屋

敷

登

録

人「

庄

屋

太

郎

左

衛

門」

|

す

る

名

す

よ

り

汽

ま

な

解
m

2

為

，

っ

ジ

丨

'.
.

ゾ

.

:

.

そ
こ
で
、
以
上
の
極
め
て
微
細
淼
例
で
於.あ
る
が
、
検
地
帳
登
録
人
、
特
に
無
屋
敷
登
録
人
に
つ
い
：て
、

こ

れ

を

「

検
地
に
よ
っ
て
.作
哉
を̂
 

め
ら
れ
た
隸
厲
的
農
民

」

：と
V
う
様
な
一
義
的
な
，解
釈
を
下
す
こ
と
が
如
何
，に
危
険
で
あ
る
か
、
と
言
う
こ
と
が
事
実
に
：即
し
て
理
解
で
き
た
と 

思
う
。
実
際
、
登
録
人
の
性
格
、,'
'
.況
ん
や：

経

攀

的

な

範

疇

規

定

を

行:^
事

は

：
、

現

段

階
.で
は
、：.極
端
な
表
現
を
す
る
：な

ら

ば

、：
.無
内
容
.で
あ
. 

る
'
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
事
実
が
何
で
あ
る
か
の
認
定
す
ら
決
し
て
十
分
で
あ
る
と
•は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
：
中
村
吉
治
氏
が
、
検

地

,1
と
宗
門 

帳
を
' つ
き
合
わ
ず
と
言
う
莲
礎
的
な
作
業
す
ら
行
わ
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
に
対
し
て
批
難
さ
れ
る
の
も
決
し
て
誤
り
で
あ
る
と
は
言
え
な
い

0

.尤
も
、.
人
別
帳
の
初
見
は
、
近
世
的
な
秩
序
が.成
立
.し

て

か

ら

後

のこ

と

、
.

即
ち
ほ
ぼ
寛
永
年’間
で
.あ
り
、
' .太
閤
検
地
や
初
期
検
地
の
段
階
で 

は
，
か
か
る
目
的
か
ら
，す
れ
ば
不
十
分
な
効
果
し
か
も
ち
得
な
い
家
数
改
帳
が
，見
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
も
同
一

W
の
、
時
間
的
に
一
致
し 

た
も
の
は
い
求
む
る
に
至
難
：の
わ
ざ
で
あ
る
。
検
地
や
検
地
帳
の
研
究
者
は
決
し
て
こ
れ
を
見
逃
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
む
し
ろ
血
眼
で
探 

求
し
て
い
る
の
：で
あ
る
が
、
未
だ
に
発
見
し
え
な
い
現
状
で
.あ
る
と
言
っ
た
方
が
疋
し
ね
中
樣
氏
に
あ
ら
て
も
、
両
者
0

「
つ
き
合
.わ
せ
.
-
は

, 

• 

• 

I
.
'
,
.
.
.
-
.
.
*
-
-
.

;.
.

:

.

-

I

—

< 

.' 

*

遙
か
に
卞
っ
て
寛
文
年
間

Q

史
料
に
つ
い
て
：で
あ
っ
て
、
初
期
の'-
%

0
で
は
な
：い
；.。：
寛
文
期
と
：も
な
れ
ば
\
検
地
帳
心
登
録
人
記
載
も
次
第
に
安 

定
し
て
来
て
居
：り(

即
ち
名
寄
帳
等
と
の
一
致.の
傾
向
が
み
ら
れ
る
様
に
な
忽
い
こ.の
時
期
の
事
例
^
もっ

.
て、

初
期
に
溯
及
す
る
こ
と
は
、

こ
.れ
ま 

た
危
険
で
あ
る
'と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
に
も
拘
ら
ず
、
中
村
氏
の
見
出
さ
れ
る
如
く
：、

;.
;
検
地
帳
登
録
人
が「

不
可
解
な
.

/「

複
雜
な」 

も
の
.で
あ
る
.と
言
.う

事

実

に

，て
：
ら

し

；
て

.、
わ
れ
_わ
れ
は
初
期
検
地
觀
登
録
人
を
如
何
に
座
解_す
べ
.き
か
.？
，

,

本
節
は
、
以
上
の
様
に
行
き
詰
り
に
到
達
し
た
感
，の
あ
る
こ
；の
問
題
を
一
挙
に
解
決
し
て
し
ま
う
様

^
妙
薬
を
提
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む

し

ろ

問

題

の

所

在

.を

明

ら

か

に

し

、
.

そ
.の
深
さ
を
示
し
、
検
地
帳

——

特
に
そ
の
登
録
人
の
性
格
に
関
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
知
る
と
こ
ろ
の

—

. 

' 

•
 

• •
 

• 

•

少
く
も
確
実
な
I

限
界
を
示
す
と

い

う

、n
e
g
a
t
i
v
e

な
.主
張
を
な
し
う
•る
に
と
ど
.ま
る
も
：，の
で
あ.る
。

た
だ
従
来
筆
者
が自
ら

主
張
し
な

が
 

，ら
、
'主
.と
し
'て
自
身
の
怠
慢
：の
た
め
に
果
し
得
な
か.っ
た
之
こ
ろ
の「

隣
接
す
る
数
力
村
の
検
地
帳
.

」

を
通
じ
て
検
討
し
え
た
登
録
人
に
つ
い
て 

.

.の
分
析
結
果
を
報
告
す
る
に.ず
ぎ
.な
い
.の
.で
あ
.る
。：

紀伊
！！

牟

宴

郡

船

津

•

中

里
.
±.
虽

.
'河
内
-
馬
瀬
.の
.五
力
村
は
、
現
在
三
重
県
北.牟
奠
郡
海
山
町
の
ー.部
と
な
っ
：
て
い
る(

最
近
の
行
政
区
劃 

改
正
に
至
ゐ
まK

と
の
五
力
村
は
船
津
村
を
構
成
し
て
い
た

)

。

平
野
部
の
少
い
紀
伊
半
島
内
部
に
あ
っ
て
、
こ
こ
は

船
津
川
流
域
に
僅
か
に見
出
さ

.、9
J

.れ
る
小
平
野
部
で
、
い
：ず
れ
も
農
村
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
る
。

.利

用

す

，る

五
. ：

力
村
の
検
地
帳
は
、
H

「

室
郡
相
賀
之
内
舟
津
村
御 

検
地
帳」

し(

慶
長
六
年
十
月
五
日
付
、
検
地
役<

加
治
彦
十
郎)

、3
、

「

室
都
相
賀
之
內
中
里
村
獅
検
地
帳1
.
.

(

慶
長
六
年
1

0
月
吉
日
付
、
検
地
役
人 

加
；治
彦
十
郎)

■■
'

©

,:
'「

室
郡
相
賀
之
内
上
里
村
御'検
地
帳」

«

長
六
年
一
.Q
月
三
日
付
、
，换
地
役
人
，
.
..-
-
;
'
堀
田
与
§

、2
P
.
「

室

郡

岡

本

之

内

河

内

村

御
 

検
地
帳
登
録
人
を■め
ぐ
っ
てX 
ニ
^

• 

四

七(

六
六
五
ブ



検
地
帳」

.
:

(

慶
長
六
年
ー
0
月
一
.
.
1
日
付
，：：検
地
役
人
ゝ
：恒
川
久
左
衛
門

)

ブ 

検
地
役 

人
恒
川
久
左
衛
門)

、

以
上
五
冊
で
あ
る◊
.こ
の
五
力
村
を
選
ん
だ
理
由
は
、
地
形
的
に
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
地
域
を
構
成
し
て
居
り
、：
出
入
作

' 

.関
係
も
ほ
ぼ
ぐ
の
五
ヵ
：村
内
で
相2
に
完
結
し
で
い
暴
が
予
想
さ
れ
、
:-
'
'̂

.出
る
も
の
で
は
.な
い
。
-
•

■

.
,
'
'
:

ハ
^

■
.:
..ぐ
へ 

く
'

. ：
:
:
：
.

.
V

■
::.'-

■
• 

■

:

村

高

及

び

家

数

：を

み

る

と

、
、
舟

津

村

三

九

五

，
石

s
i

r

家
数
：五
六
。',
.中
里
村
$
堅
ハ
右」

：1
五
四
、
破

数

三
0
。.

-1
;
里
村
三
九
^̂
^

..

.

.

.

-

.

.

.

 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

-
. 

- 

.

.

.

.
-
.
.
.
.
.

家

数

六

：
一
。
.:
河
内
村
一
へ
八
一
：

'一：石
三
九
五
、
家
数

1.1

六
？
馬
瀬
村
ニ
五
四
石
四
五
六
ク
家
数
三
：五
、
..
で
あ
々
、
舟
津
、
上
里
の
一
一
村
が
比
較
的
大
き

• 

• 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

• 

• 

• 

* 

.

. 

I. 

• 

• 

•

い
。

こ
の
五
ヵ
村
を
管
流
ず”る
舟
津
川
は
源
を
次
台
ヵ
原
山
に
発
ん’
上
流
の
方
か
ら
馬
僅
ハ
河
內’

^
里
、
中
里
、
船
津
の
各
村
落
を
潤
し
、
 

船
律
の
隣
村
粉
本
村
を®

て
熊
野
灘
に
達
す
る
。
従.っ
て
船
律
村
が
最
も
河
ロ
に
近
く
、
又
隣
村
の
'粉

本

は「

木
本
御
厨」

：
..の
名
で
史
上
に
早
く

か
ら
名
を
膨
し
て
居
り
ノ
そ
办
位
置
が
ら
む
て
他
村
に
比
^
て
や
や
他
と
の
接
触
も
多
か
っ
、た
と
み
ら
：れ
る
。

「

船
津」

0
地
名
も
そ
れ
を
物
語

>.+•+''.
 

-
 

.
 

..
 

.... 

•.

'
っ
て
い
る
の
で
.あ
る
。
.マ
 

-

さ
て
、
が
地
帳
を
、
多
く
の
場
合
行
わ
れ
る
如
く
登
録
人
別
に
そ
の
石
高
を
集
計
し

.，
こ
れ
.に
五
力
'
村
相
互
間
の
出
入
作
関
係
を
整
理
し
て付 

け
加
え
て
み
る
と
第
一
表A
I
E
の
如
く
で
あ
る
。
：
た
だ
何
度
か
示
し
た
様
に
、

;,

こ
の
検
地
帳
.の
記
載
様
式
がI

筆
当
り
の
高
を
記
載
し
な
い
た 

め
、
田
畑
の
種
類
別
に
そ
の
面
赏
を
小
計
し
た
後
、
.そ
れ
ぞ
れ
に
：右
盛
を
乗
じ.て
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
録
人
の
持
高
合
計
が
、
さ
き 

に
示
し
た
村
高
と
合
致
せ
ず
、
.
相
当
の
開
き
が
あ
る0-
は
、
..
初
期
検
地
帳
の
.石
高
計
算
の
杜
撰
，さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
主
に
は
無
主
の
荒
地
を 

こ
の
表
で
は
除
外
し
.た
た
め
であ
る
。
な
お
表
に
ヵ
ッ
コ
を
附
し
た
数
字
で
示
し
た
も
の'は
そ
れ
ぞ
れ
.の
持
高
中
、
他
村
へ
の
出
作
高
で
、
上H

上
里
村
、
馬=

馬

瀬

村

を

示

す
.0
:
 

.
 

:

-

 

•

.

.
 

.
 

.

ま
た
、
第
二
.表
は
第
一
表
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
村
へ
の
出
作
高
を
も
含
ん
で
い
る
。

:'
.出
作
入
作
の
関
係
に'0
い
て
言
え
ば
、
こ
こ 

に
示
し
た
も
の
•は
検
地
帳
に
明
ら
か
に

…
…

.村
入
作
何
某
と
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
っ
て
い
る
。
そ
め
暈
は
そ
れ
程
大
き
い
も
の
で
は
な

注屋いんきょちい 

助 八 郎 う ば  

う せ 人  
苺 .二 郎 (源六下人) 
市 十 郎 う ば  

鳴 十 坪 (新肋下人) 
は ' ^ 坊 主  

::う：: ' ' : .ば ン . 
う ば (林内) 

丨たのもこけい 

木ノ助!^人うば 

;林内ニ郎ほうし

2. 屋敷地のみの登録人

御 堂 坊 主  

庄 屋 内 う ば  

德 衛 門 ぢ い  

(庄屋下人）

源 助  

徳 松 (林内）

う ば (林下人） 

いんきょぢい(林)
新 助 ぢ い 3 . 耕地のみQ登録人

2. 屋敷地のみの登録人

弥助いんきょ 0.11
助五郎と,けい 0.11
う ば 0.0?
善左ニ門うば 0.07
孫 作 内 う ば 0.01
北 山 弥 助 0.01

第一表 .ゝ検j 也.,帳 ..の 登 録 人 V別 .集.
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第 一 M の つ づ き ( i )

17.05
16.37
15.48
12.02

10.98
10,09
9.94
9,67
9.49
8.99

8,38 
(馬Q;30) 

8.29 
7,88 
7.60

. 耕地及び屋敷地登録人

.」 屋 轉 ― 録 人

孫十郎いんきょ 0.42
孫 左 ェ 門 0.32
用蔵下人うば 0.32
吉次郎いんきi 0.29
:いづみやいんきょ 0.27
九郎 Z：郎 う ば . 0,25
用蔵 V、ん き :本'. 0.25
勝右み門うば 0,22
次 ’十 郎 0.22
善 次 郎 う ば 0.20
新右二門後家 0.18
作 蔵 う ば ‘ 0.18
才 ニ 郎 (兵部下人) 0.18
A 法 う ば 0.17
惣 ニ 郎 後 家 0.15
孫 三 郎 う ば 0.13
いづみやうば 0.10
な べ か う ば 0.07
m 十 郎 う ば 0,06
与 三 次 郎 0,06
や < 後 家 0.04

C. 上 里 村

D. 河 内 村

1. 耕埤及び屋敷地登録人 

助 十 郎  16.50
(上 2.29)
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小 左 ヱ 門  

甚 九 郎 .
U 十 郎 .
喜 十 郎  

兰 郎 左 ニ 鬥 :
西

ありき勘七郎 

i 郎 左 キ 門  

吉 十 坪  

W 内 

藤 八 郎  

助 右 工 門 

喜 兵 次  

臨 善 庵 .
甚 七 郎 (用蔵下人） 

甚 十 郎 後 家  

新 鲰 道  

;新 ‘ 郎 

孫 右 ヱ 門  

\ (吉次郞下人)
源左ュ門うば 
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第 二 表 五 力 村 登 録 人 持 高 ’別 構 成

1 ■ '
船 津 ’村 中 坦 村 上 里 村 河 内 村 馬 瀬 ：村 計

1 . 屋敷 耕地登録人
50 石 以 上 1 1

250 -- 2 0 石 2 . . V.
20 -- 1 0 石 5 4 6 2 6 • 23

.10 -一 5 石 11 6 15 11 13 56
5 >■一 2 石 7 6 10 3 6 32
2 -- 1 石 2 2 3 4 1

； 2
12

. . 1 石 以 下 4 4 ■ 4 2 16

小 計 32 22 38 22 28 142

2 , 屋 敷 の み 20 6 21 4 7 58

3 . 耕 地 の み
5

5.. ノ
石 以 上  

- 2 石
8
9 3

9
5 3

1
3

18
23

2 r- 1 石 4 6 4 4 18
1 石 以 下 22 16 19 8 12 77、

小 計 43 25 37 15 16 136

:合 :.... 計 95 53 96 41 51 336

.■ 

■
五
ニ
 

(

六
七
〇)

い
。"
：福

：.一一S

を

集

計

彭

现

し
^

が

を

ち
^̂

:■'
'■て

ル
る
#:
の
9

尚
；

(

以
下
中
里
4
上
里
の
形
で
示
す

)
.
T
r

八
一
：
石
、
：，'±
里—

中
里 

.ニ

.、

.三

-
石
、(

お
里
;-
,馬
補
o
、
-_
.
1.Q
.H
、
河
内
-
>上

車一

九

、
ニ
五
石
、•，
河

内

，
 

:
!;
馬

瀨

ニ
 
：
、

九-1
石
'
:馬

瀬
4
上

：
里

ー

〇

、
ー

ー

八

石

と

な

る

。

逆

)

に
そ
の
村
へ
.の

: 

:
入
作
と
し
て
み
る
と
、

中
隹
村
：へ
の
久
作
ー
：
三
ー
一
石
、
，上
里
村
三
ー

.ー
、
一
一
四 

石
、
へ
：馬
溆
村
三
、
ニ
ニ
石
と
な
り
、
こ
れ
で
.み
る
限
り
、
电
里
村
、
：馬
瀬
村
は
村 

高
の
I

I

視
し
て
I

V
が
、
；上
里
村
I

す
る
限
り
、m

ニ
、
ニ
'四
石
の 

_
ぶ
が
の
一
割
客
い
。

こ

れ

は

そ

れ

ぞ

れ

 

.

:

の
村
落
の
成
立
事
情
を
反
映
す
る
も
の
と
考
克
ら
れ
る
、が
、
今
こ
こ
で
は
深
く
触 

卜
れ
な
い
。-'
:
出
作
0
:#
'
い

の

：
は

河

内

村

：で

T

一
十
ニ
右
余
に
達
し
、M
®:
⑽

#

登

録

人

'.
'
,ニ
十
ニ
人
の
内
、#
ば
，以
上
0'
十
ニ
：人
が
：上
里
村
又
は
馬
瀬
村
へ
出
作
し
、
特
に

• 

. 

.

，

-
-
-
- 

: 

: 

.

.

.

. 

■
 

■
 

:■ 

.
:

.持
高
の
：多
い
者
程
著.し
い
と
：い
'-
5
特
徵
に
気
:#
'
く
。

」

. 

'と
.こ
：ろ
で
第
ニ
象
に
注
目
し
ょ
ぅ°
耕
地
及
び
屋
敷
地
持
、
屋
敷
地
の
み
、
耕 

.地
：の
み
の
査
録
人
の
比
率
は
そ
れ
程
激
し
い
差
は
な
.い
が
、
最
も
極
端
な
場
合
、

‘舟
津
村
：で
は
登
録
人
九
十
五
人
に
対
し
て
屋
敷
地
•
耕
地
の
登
録
入
は
約
三
分
の 

:ー
の
三
十
ニ
人
、
馬
瀬
村

F

は
五
十
一
に
対
し
て
五
割
強
の—*
ー
十
ん
と
な
つ
て
い 

る
0
.
.又.；
.屋
敷
地
め
.み
.の
.登
録
人
を
加
，ぇ.
と
.も
ヵ
.:.
<
家
数
改
.に

「

家

数」

と
...し 

へ
て
表
示
さ
.れ
.を
登
録
人
の
比
*,
^
-い
舟
津
村
で
.五
五
％
:
河
内
村
で
六
五
％
、
五

力
村
合
計
で
五
九
％
と
な
る
。

こ
の
数
字
の
持
つ
意
味
'は
、
無
条
件
に
そ
の
地.の
先
進
性
：，
後
進
性
を
示
す
こ
と
と
は
な
ら
な
い
こ
と
は
既
に
繰 

り
返
し
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
む
し
ろ
：、
耕
地
及
び
屋
敷
地
持
登
録
人
の
；持
高
別
；構
成
に
注
目
せ
る
必
，要
が
あ
ろ

5
。
表
に
み
る
如
く
、
船
津 

村
に
お
い
て
は
五0
右
.以
上
.を
有
す
る
'

(

即
ち
船
津
村
村
高
め.約
1
三
%)

：
者
ー
名
:'
'
ニ
0

^
 

他
村
に
比
べ
て
大
面
積
を
有
す
る

. 

•••..• 

.
レ

.
 
. 

• 

.

者
の
存
在
が
：顕
著
で
あ
る
が
、
：最:%
多
い
：の
呔
ど
の
村
で
も
例
外
な
く
，
1
0
石

乃

至

ー

五

石

の

層

で

此

^

£
用
農
層
'へ
'0
収
斂
度
が
高
い
。
全
体
と

し
て
言
え
ば
、'い
わ
ゆ
る
初
期
本
首
姓
の

r:

般
的
成
立
：亦
顕
著
で
、：；
特
ヒ
先
進
的
と
.も
後
進
的
と
も
言
え
な
，い
：様
相
：を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

■.
 

\
.
.
.
-

(

1 )

,
'

こ
の
地
方
は
紀
伊
半
島
の
先
端
に
近
ぐ
、
.
い
わ
ゆ
る
辺
境
地
帯
で
あ
り
、
'
戦
国
期
に
.；は
土
豪
層
の
成
長
が
著
し
か
っ
た
地
帯
で
あ
.る

0
.
船

津

村

の

林
家
の
如
く
、.
自
身
め
登
録
地
の
み
で
五.十
1
ー
石
'.
下
人
>
う
ば
':
.
い
ん
き
ょ
：等
八
人
、：
そ
の
石
高
合
計
約
十
左
石
に
及
ん
で
い
る
.
"土
豪
"
の

.

.

• 

'

存
在
か
ら
も
そ
.れ
.が
窺
わ
れ
る
'の
で
.あ
る
。
'.
:
:十

.

.
:
ノ
:

.
•
:
■
:

..:
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一：
.

..
 

.
 :
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'
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. 

.•
 

••.
.
.
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■
 

.

•

.

.

'こ
©■
他

,'
船
津
村
に
お
け
る
：

「

寺
尾」

、：
中
里
村
；の「

田
頭」

、
，
上

里

村

の「

泉
屋J

、

河

内

；村

の

「

小

林」

へ■:

と
.い
3
様

に
''
'
.
姓

で

示

さ

れ

て

い 

る
登
録
人
が
比
較
的
持
高
の
多
い
の
は
、
こ0様
な
.
"土
豪
層
"
.の
存
在
を
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

,

-
 

.
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.

.
,
 

*
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.

.

.

.

.

.
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〕

.

•

.
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: 

-
•,'

.各
村
と
も
、

：.

相
当
数
の
屋
敷
地
の
み
の
登
録
人
の
存«
す
る
こ
と
_も
亦
注
目
：に
値
す
る
。.し
.か
も
彼
等
の
多
く
は
、._
:
卞
人
>
.ぢ
い
、
う
ば
等
の

名
称
を
有
し
て
い
る'0
即
ち
、
'.
.船
津
村
で
ば
屋
敷
地
の
み
の
登
録
人.ー
ー0
の
内
;-
'

«
主
.ー
-

法

師
-;
.■■
'
下
人
四
、.：：
芮
H
:

(

た

と

え

ば

林

内

：
徳

松

)

の

.

.

.

.

.

. 

• 

.

: 

-

記
載
の
‘あ
る
も
9
,ー
：
、.い
.ん
き
ょ
.ぢ
い
'

1

-

一
、
合
計
十
八
人
が
か
：か
る
！

|

属
的
農
民
'と
み
ら
れ
、
 

残
り
，の
内
：1
'人
は
失
人
で
あ
っ
て'
.何
の
肩
書
の
な
い
者
は
源
助
ニ
べ
人
に
す
ぎ
な
い
。
：同
様
、

'
:中
虽
村
で
は
六
人
の
内
五
人
、
上.里
村
で
：は
ニ
十 

1
入
.の
内
十
八
人
、
河
内
村
で”は

四

入

全

員

、
，
馬

瀨

村

で

.は

七

人

め.内

五

人'-
'
2:
*
村

合

計

五

十

八

入

の

屋

敷

她

：の

.み
の
：登
録
人
の
内
、：
実
に
そ
の 

八
割
六
分
強
に
当
る
五
十
人
が
隸
属
的
農
民
で
あ
：る
。

こ
れ
ら
め
名
称
を
有
ず
る
者
梂
、
：勿
論

€
:
^
1
か
ら
言
え
ば
瘅
々
：の
：者
が
含
ま
れ
て
い
る
。
 

下
人
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ぢ
い
、
う
ば
、
が
具
体
的
に
何
を
示
す
の
か

.、
戸
主
が
老
人
や
婦
人
で
'.あ
る
場
合
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

.

. 

.

.
 

-

' 

:
.
.
'
V
,
,
.
:
-
.
.
. 

(

U) 

.

る
が
、
と
も
角
、
主
家
に
対
し
て
隸
属
度
の
高
い
農
民
と
.み
ら
れ
、
そ
れ
故
、
役
家
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
の
.で
あ
る
。
屋
敷
地
の
み
の
登
録
人 

.

検
地
帳
登
‘録
人
を
め
ぐ
っ
て
三

)

-
: 

五
三
：(

六
七
1)

.



' 

:

.

'

■

.

'

.
,
-て

'

.
'

:
，
ン
 

i

 

'

.一：

ペ
-

'

ノ.
五
四
.(

六
七 
3

 - 

中

、
：
彼
,

が
：进
め
る
：割
^

か
非
常
£

肩

く

、
；驗

に::;:'
耕

地

及

び

屋

敷

坶

办

：登

顧

;

|
五
，
村
: ^
計
.一
四
一
一
人
^

一-九

人

で

：約-^:

一
 
一
 
一
 
％
|

ば

か

り

で

な.ベ

、
：
：ぃ
そ
€>
;
持
|
2
低̂

い

と

と

は

‘
:'
,
-
矢

張

り

彼

等

の

隸

属

性

を

物

語

っ

て

い

‘
 

....
 

-
 

.

^

。''-
■

^
か

し

ン̂

に

は

船

津

村

に
^
げ

る

卞

人̂
淋
下
人
じ̂

少

数
1
が

ら

存

在

す

夺

こ

：
と
：
ば
：
、
聲

分

的

に

は

下

人

.で
^
り
な
が
ち
、'
'経
済
的
に ̂

あ
る
農
民
の
存
#
^
物
語
っ
て
ぃ
る
と
考
え
て 

よ

い

。; .
':
:

.

.

.

.

へ
 

'
:■-

.

: '

-
と
こ
ろ
.で
>
耕
地
の
.み
の
登
録
人
.に
眼
を
転
じ
よ
ぅ
。_と

も

か:'
<

屋

敷

池

を

有

す

名
 

係
な
く
ノ
さ
ら
に
は
耕
地
所: ^
の
：有
無
に
関
係
なX

I
個
の
v
r家」

^.
見

微

さ

れ

；”

従

実
に
居
住
す
る
農
民
であ
る
こ
と
に
は

間
爲
い
な
い
。
し
か

し
無
屋
敷
登
録
人
に̂

い
て
は
, '.

こ
れ

を

ー«

に
隸
厲
農
民
で
あ
る
と
か
、

へ
ャ
住 

農
民
で
あ
る
と
か
規
定
し.て
し
：ま
ぅ
こ
と

の
危
険
性
に
つ
い
て^ .

'

既
に
繰
り
返
し̂
如
く

で
あ
る
。
そ

の
内
か
な
り

の
部
分
、
即
ぢ
五
力
村
合
計 

で
約
五
七
％
は
，.第
二
表
に
み
る
如
く
、

一
石
以
下.：の
零
細
.な
登
録
謂
を
#:

-

す
る
に
す
ぎ
；な
い
が
、
：中̂

く
：一
 

九
石
以
上
の
持
主
も
い
る
。
，
五
右
似
上
の
無
屋
敷
登
録
人
は
五
.力

村

合

計

で

：
一
：三

％

0
十
三
人

に
達
し
、；
こ
れ
を
一
.応自
立

，

し
ぅ
る
農
民
と 

解
釈
す
る
と
、
そ
の
数
の
多
い
こ
含
の
説
明
が
つ
か
な
く
な
0.
て
し
ま
ぅ
。
し
か
し
、.さ
き
•に
示
し
た
様
に
、
明
ら
か
：に
同
ー
農
民
、が
苗
字
と
名 

前
の
別
個
の
表
現
を
な
す
場
合
が
あ
る
か
ら
、

：

船
津
村
の
場
合
に
つ
い
て
言
え^-
/
無
屋
敷
登
録
人
の
藤
左
衛
門
、
孫
十
郎
、
甚
内
と
言
っ
た
上 

位
を
占
め
る
者
が
、.林
と
か
寺
尾
と
か
姓
で
示
さ
れ
る
農
民
の
い
ず
れ
か
'に
吸
収
さ
れ
る
こ_と
は
>
，可
能
性
と
し
：て
十
分
に
存
在
し
ぅ
る
こ
と
：と 

言
わ
ね
は
な
ら
な
>

.
不

幸

にし
て
，、，
慶
長
期
の
一
切
の
史
料
を
欠.い
て
い
る
こ
の
.村
.で
、：
実
際
に
名
前
と
姓
と
を
結
び
付
け
る
こ
と
は
不
可
能
. 

な
の
で
あ
る
が
、

_

無
屋
敷
登
録
人
の
：あ
る
部
分
は
こ
れ
に
吸
収
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま

1>
か
>
:
.し

か

し

、

姓

で

示

さ

れ

る

農

民

の

'数

は

そ

れ

程

多
 

く

は

な

い
' 0

従
っ
て
吸
収
さ
れ
る
数
も
少
数
で
あ
る。

.

さ
ら
に
明
ら
か
に
他
村
か
ら
の
入
作
人
で
あ
り
な
が
ら
、
入
作
の
記
載
が
脱
落
し
て
，い
る
た
め
に
、
表
，の
上
で
は
そ
の
村
の
.登
録
人
と
な
つ
て

し
ま
う
場
合
の
あ
る
こ
と
も
亦
、
：
既
に
そ
の
実
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
，あ
る
。
勿
論
他
，の
史
料
の
存
し
な

.い
限
り
、
そ
れ
は
検
証
さ
れ. 

た
と
は
言
え
ず
、
や.は
り
一
つ
の
可
能
性
に

AJ'

ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
'の
五
'力
村
の
場
合
に
.つ
い
て
検
討
し
：て
み
よ
う
。
ま
ず 

出
入
作
関
係
の
多
い
上
里
村
と
河
内
村
及
び
馬
瀬
村
に
：つ
い
て
み
る
と
、

'上
里
村
の
無
屋
敷
登
：
_
人
中
、.
河
内
村
の
登
録
人
と
同
名
の
者
一
一
人 

(

金
十
郎
及
び
善
九
郎
、
但
し
金
十
郎
は
屋
敷
地
な
し

)

、

馬

瀬

村

と

は

：
三

入

(

善
五
ー
郎-善
八
郎
，
：新
五
郎
，..但
1]
;善
八
郞
以
外
は
屋
敷
地
な
し

)
が

い

る
,0 

こ
.れ
を
同1.

人
物
で
あ
る
と
見
做
す.こ
と
が
危
険
で
あ
る
の
は
次
の
例
か
ら
も
推
定
し
う
る
。

.

.即
ち
.河
内
村
と
馬
瀨
村.に
は
共
に
甚
左
衛
門
、
甚

八
斑
が
お
り
こ
れ
を
同
：一
人
物.と
み
る
こ
と
.に
つ)

V
て
は
■屋
敷
地

//
双
方
に
.あ
る
.以
上
雜
し
.リ
と
言
..え
る
0
で
あ
っ
て
、
か
か
る
事
例
の
あ

.

.

.

. 

. 

.

る
以
上
、：
両
村.：に

同

名

の
.農
民
が
存
在
す
る
こ
と
は.+
分
考
慮
.に

入

れ

ね

ば

な

る

ま

い

。

し

か

し

：、
：
一
：
方

；
で

は

初

期

検

地

帳

に

お

い

て

隣

接

村

の

:

入
作
農
民
の
㈣
«

表
ー
ボ
が
欠
け
て
い
る
場
合
は
確
か
に
存
在
す
る
の
で
：あ
る
か
：ら
、

；

同
名
異
人
か
、
同
一
人
で
あ
る
か
は
、
検
地
帳
の
，み
を
以
.っ

• 

.

.

. 
-

-

-
-
: 

.

て
し
て
は
決
め
難
い
の
で
あ
る
。.：従
っ
て
同

1:

年
代
の
他
の
史
料
の
存
在
し
な
い
場
合.、
そ
の
判
定
は
で
；き
な
い
こ
と
に
な
る
，が
、
こ
の
解
欺
へ

.

.

.

.

.
,

•
 

.
 

.
 

.....
 

.
 

•: 

.

パ-
:
. 

.
 

*  

.

'.
,

接
近
す
る
一
つ
の
手
段
と
し
て.、
'耕
地
の
位
置
を
小
字
に.よ
っ
て
確
認
し
、.そ
：れ
に
よ
っ；

て
推
定
の
基
準
と
：す.る

方

法

が

考

え

ら

れ

る

。
，
本

稿

で

• 

. 

.

.

. 

: 

.
 

..
 

.

.

. 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

は
残
念
朱
ら
こ
れ
を
試
み
え
ず
、
別
：の
機
会
^
譲
ら
ざ
る
：を
え
な
い
。
-？

要
す
る
に
、
：
無
屋
敷
登
録
人
は
、
他
村
か
ら
.の
入
作
者

:'

<允
と
£
ば
'第

，
ー
表
船
津
村
の
甶
ノ
.上

ほ

中

'

a
村

：の
：
屋

敷

地

.持
の
田
頭
と
同
一
：
人
で
あ
る
と
考
え 

る
こ
と
が
で
き'ょ
う)

、V

同

；

1.

人
‘で
あ
り
な
が
.ら
、
苗
字
と
名
前
、
或
い
は
家
号
等
が
統
：

I.

さ

水

な

い

で

表

示■■
!
;
に

推

測

の

幅
 

を

捧

れ

ば

、.現
実
に
は
同I

ホ
家
計
I

み
|

ら

,.
?

々
：に
示
さ
れ
て
い
る
場
合
等
々
が|

と
：考
え
て
よ
い
，
勿
論
、.こ
：の
5

.て
く
る
で
あ
ろ
う
が
、
逆
に
、
無
屋
敷
登
録
人
の
：す
べ
.てV

.

そ
う
で
：は
：な
く
と
も
少
く
も
大
部
分、' が
家
を
持
た
ざ
る
隸
属
的
農
民
で
：あ

る

と 

し
、
そ
の
全
登
録
人
忙
対
す
る
比
率
を
計
算
し
て
、
地
域
の
社
会
的
構
造
の
指
標
と
す
る
こ
と
に
：、

^

九
辑
の
意
味
が
あ
る
か
？
，

同
じ
く
紀
州 

牟
»
郡
で
あ
り
な
が
ら
、：；

：

た
と
：.え
ば
野
：口
村
の
：如
く"
：登
録
人
総
数
八
八:'
内
屋
敷
地
を
$

る者
，
一
.五(

屋
敷
持
登
録
人
の
比
率

I
.
S

遂

、

と
言 

検
地
帳
登
録
人
を
め
：ぐ
づ
て：
£
>
'
.
: 

.

.

五
.五
.
•
.

(

六
七
，三)

'



3
仞
も
あ
れ
は
赤
倉
村
の
如
く
；

'.
-..
ニ
士
1
の
；全
登
録
^
の
内
：九
':五
务
の
^

x
^
o
 

■ 

'
V 

^
 

- 

. 

v

v
 

. 

-
• 
.
.
.
 

. .

■•

'

-'
'
,
.
.
.
.
.
.

へ
ン
検
地
帳
の
無
屋
敷
，登
録
入
こ.そ
h

中
村
吉
治
氏
の
.表
現
を
藉
り
れ
ば—

複
雑
I

り
、i

つ
：不
可
解
な
も.

の
.：

で

あ

る

と

言

わ

ね

文

な

ら

k

ぃ
：

.

.

,

..

-

0 

 ̂

も
し
、
検
地
帳
が、
. '個
々
の
農 

へ
民
の
土
地
に
.対

す

る

権

利

-
—

通

例

耕

作

権

I

わ

れ

.
を

確

認

し

た

も

の

で

あ

っ

た
と
す

れ

ば

、

そ
こ
に
示
さ
れ
る
登I

は

す

べ
 

S

立
し
.窮

作

権

の
所
持
者
で
f

〒
し
か
乜
、，へ
検
地
帳
登
録
人
の_

|

^

ベ

癸

;0
名

遍

す

と

：
：名.、
«
々
め|
民
：の
耕
作
榷
を
認.め
.る
の
で
は
な
彳
^̂ 

同
時
に
年
貢
負 

:

担

者

と

老
'の
義
務

谨

し

た
§
t

"

'

:即
ち
マ
®

^

て
領
主
権
の
安
定
震
っI

E
こ
そ
注
目
す
J

l

:

l焉

領

丰

は

檢

地

帳

に

ょ

ら

^

耕

作

権1

し

、

文

年

貢

を

負

担

す

る

の

.は
ー 

■つ
，
の

醫

と

し

て

の

■.登

録

人

：で

あ

る
f

を

知

今：
領
主
と
：登

録

人

急

間
.

に
：：

介

难

言■
い
な
い
：：
.：(

霞

氏

デ

按

書

を

用

vlt!

へ
ょ)

.

、だ

が.：

領

，主

は

検

地

雇

に

ょ

.：
ヮ
：て'
:登

録
- ^
の
.個
々
に
貢
租
を
賦
課
す
る
の
，

で
；.

は
众
い；。

又
そ
の
様
な
意
自
を
検
地
の
中 

I

め
：
る

こ

と

ば
f

な
い
：の2

.
る
。
：検

地

證

土

地

の

台

帳2

.
り
、：支

.し

て

も

，
一
個
々
：
の

.農
民
に
.対

す

集

袁

の

台

帳
..で
.は
な
い
。
そ
れ
は
、
こ

Q

時

期

驚

け
■

貢
め
：賦
課
方
法
が
村
請
年
貢
の
形
態
を
と
っ
て
い 

i
こ

と

；
と
：関

連

し

て

来

る

。

.領

主

匕

ょ

：
石

年

貢

の

賦

課

が

:;
'

.近
代
的
な
租
税
賦
課
の
如
べ
、
0

々
入
に
対
す
洛

も
の

で
あ

っ

た

と

す

れ

ば

、

検
地 

帳
の
登
餹
人
は
も
づ
と
厳
密
な
も
の
と
な
る
が
、
.
又
は
公
文
書
と
し..て
別
個
.に
年
貢

 ̂

し
か
し
十
六
世
紀
末
か
ら

十

七

世

紀

顏

に
S

て

の

：現
実
は
そ
4

は
：な
く
、
年
貢S

:
々
人
3

賦
課
は
，
村
内
で
行.わ
^
^

台
帳
と
し
て
用
い
ら
れ
た
：の

で

あ

る.
■

 °
换
鑛
と
名
寄
帳
は
史
料
と.与

の

：性
格
も
違
う
；し
F
内
容
^

か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る:

,
へ

：

:
へ

.

.
 

•,
 

-
 

...
 

.

.

.

.

 •

 

.

.•

.•..

.

.:
■
. 
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

 

;

'
'そ

銮

、
検
地
帳
の
無
屋
敷
登
録_

決
し
て
言
わ
t

様

な
.r

零
細
農
民」

：“

近
世
大
名
の
小
農
民
自
立
政
策
に̂
^

ろ
の——

で
：は

な

沢

：少
く
も
そ
の
す
ベ
て
が
然
り
で
あ
る
と
す
る
：痛
は
文
き
な
い 

立
奮
策
で
は
な
ん
の
で
あ
つ
て
ぎ
主
と̂
間
^

「

作
り
合
い」

：
を
取
.つ
た
り
又
-:
-
,ひ
ら
の
货
姓」「

^

^

を
否
定
し
て 

> .1

:

_
階

屑

應

定

言

こ

：とI

で
あ
名
。
勿

論

こ

盡

定

が̂

S

 

も
の
で
あ
る
か
は
別
箇
の
問
題

で
あ
り
、'：政
策
の
実
現
過
程
に
は
、ふ1

ざ
ま
众
条
件
が
加
わ
る
め
は
何
時.の
；時
代
に
も
共
通
め
事
柄.で
あ
る
。
こ
こ
で
最
少
限
言
：え
る
こ
と 

は
検
地
帳

.の
無
屋
敷
登
録
^
が
、
か
か
る
小
農
民
自
立
政
策
の
結
果
自
立
し
た
.農
民
.で

あ

り

、
，
従

：
つ

 ̂

と
が
、
そ
の
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拙
稿
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近
世
初
期
s

地
I

百
紙
#,
分
の
形
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I

田

学
#

雑
誌
,："
趣 

.及
び

、

，
-
紀
州
慶 

長
検
地
及
び
検
地
帳
の
研
究

」
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土
地
制
度
史
学』

第
三
号
所
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梭
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史
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収
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領
主
侧
の
原
本
は
問
題
な
い
と
し
：て
、
村
侧
の
控
の
内
，
検
地
奉
行

.*
'
検
地
役
人
の
，印
の
あ
る
も
の.を
も
I

帳
！̂

と
す
る
考
え
方
が
あ
る
が
、
筆
者 

■
，.は
ゆ
く
.も
初
期
検
地
帳
に
関
す
る
限
りI

太

閤

検

地

及
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ほ

ぼ

慶

長

.

.
•
義

 

る
こ
と
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一
.論
文
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五
六
頁
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フK

省
式
'に
も
若
于
の
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違
が
存
在
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若
千
の
差
が
生^ ;
る
：の
は
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'
--
*
登
録
人
がIt:

つ
：
.
の
屋
敷
地
を
有
す
る
場
合
や
，
明
！̂

.

失
人
の 

.
屋
敷
の
'処
理
の
仕
方
に
ょ

る
,0

か
：か
るヶ
！

入
の
が
い
場
合

——

こ
こ
セ
は
河
内
村
，
馬
瀬
村
の
例

——

で
は
こ
の
数
は
勿
論

—.
致
し
て
い
る
。r

家
数」

に 

:
;

つ

い
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：
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％

:第
ー
、
論
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及
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拙
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た
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废
長
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か
ち
一
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に
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紀
州
北
山
地
方
を
席
捲
し
た
：熊
野
一
挨

■を
、
.
.か
か
る
.-b
'

s
o'
ル

知

浅

野

氏

に

対

す

：る
反
抗
と
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'解
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、
史
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致

す
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こ
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あ
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以
上
桢
地
帳
登
録
人
の
也
潞
に
つ
い
て
，
'戦
前
が
ら
の
諸
学
説
を
整
理
検
討
し
、
-:
問
題
点
を
殼
定
じ
、
，
そ: €>

解
決
を
試
^

勿
論
こ 

れ
が
解
決
を
み
た
と
は
な
じ
難
い
。
む'1
>
ろ
解
決
.の

困

難

さ

を

提

示

し

へ

た

に

と

ど

：
ま

っ

た

感

が

あ

.る
が
、
疑
問
と
な
る
占
^
を
疑
問
と
し
な
い
で
安 

易
に
過
ご
し
て
し
ま
ぅ
こ
と
ゆ
危
険
ば
説
明
じ
え
た
と
思
ぅ
。
結
局
、
検
地

_
ひ
み
を
.、ど
れ
だ
け
稹
重
ね
て
も
登
録
人
の
性
格
"
.
特
に
無
屋
敷
登 

_

録
人
の
性
格
に
つ
い
て
の
結
論
は
出
な
か
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
れ
故
、

.色
:々
.の
.推
定
が
生
れ
る
の
：で
あ
る
が
，
し
か
し
そ
の
推
定
は
直
接
に
は
と
も
か 

く
、
間
接
に
は
検
証
さ
れ
、
：
又
納
得
の
行
く
も
.の
'で
なV

て
は
な
ら
ず
、
：
椎
定
た;̂
と
雖
も
全
く
の
空
想
や
、
偏
見
か
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導
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さ
れ
た
妄
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で
- 

あ

る
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は
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换
地
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録
人
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に
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い
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も
、
更
に
検
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ら
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あ

っ
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：
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現

在

一

見

何
の

疑
点
も
含
あ
な
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も 

の
と
し
て
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計
；
r
整
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が
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わ
.れ
て
い
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が
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矢
張
り
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限
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を
附
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き
で
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ぅ
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地
帳
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く
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登
録
人
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関
す
る
限
り
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不
確
か
な
も
の
で
あ
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が
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.：し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
捨
て
去
る
べ
き
も
の 

.で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ.ろ
か
、
史
料
が
少
く
、，
.
且
つ
問
題
の
多
い.十
六
世
紀
末
I

十
七
世
紀
初
頭
の
状
態
に
つ
い
て
、
残
さ
れ
た
貴
重
な
史
料 

な
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で
あ
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。
現
在
専
ら
登
録
人
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ょ
る
持
高
別
の
農
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に
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れ
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検
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史
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検
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地
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ま
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検
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史
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検
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